
―今回取り組んだ経営革新の内容は。 
　新しい食感と美味しさを追求したチー

ズケーキ「かご盛り　きらら」の開発・販

売と、盛岡の駅ビルフェザンの１階にアン

テナショップを出店しました。これらは中

小企業支援法に基づいた経営革新計

画を提出して県の承認を受けたのち、

いわて産業振興センターの小規模企業

設備資金貸付制度を利用して進めてき 

た事業です。 

 

―革新に取り組むことにした理由は。 
　当社は菓子製造業者として70年以上

の歴史を持ち、昭和47年に発売した焼

き菓子「ぶすのこぶ」は30年以上お客

様に愛されています。もちろんその間に

も常に商品開発に取り組み、数多くの銘

菓を送り出してきましたが、いずれも短期

的なヒットで終わってしまうのが課題でし

た。そこで中小企業金融公庫から現在

伸びている企業のデータを頂き、独自の

経営分析を始めました。その中で気付

いたのが、長寿ヒット商品には本物の美

味しさが存在すること。つまり商品その

ものに「売れる力」があるという点でした。

分析した企業の中には商品数こそわず

か30アイテムでも全商品アイドル化に成

功しているところもあって、これからの時

代業績を伸ばしていくためには、そんな

力のある商品をひとつでも多く持つこと

が重要だと感じました。実は当社では昭

和60年頃までハンバーガー店や文具店

など多角経営にも取り組んでいたので

すが、創業の原点に戻るという意味でこ

れらを一旦整理し、地元密着型の菓子

店へと再スタートを切ったのです。 

―その発想転換から「きらら」が生ま
れたのですね。 
　チーズを使った菓子づくりは以前から

行っていたのですが、「きらら」では口の

中に入れるととろけてしまうような、今ま

でにないソフト感を追求しました。様 な々

試作を繰り返した結果、豆腐の柔らかさ

とフルーティな風味を持ち合わせたチー

ズケーキを完成することができました。 

　早速盛岡市のアネックスカワトクで販

売したところ、午前中で完売するほどの

人気ぶり。数多くの商品を開発してきま

したが、ここまでダイレクトな反応があっ
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積極的な商品開発と 
店舗展開で業績を拡大 

 

“見えない”努力で価値を創造するk 
　旅の舞台は薩摩半島。昨年はス

ケジュールの都合で訪問できなかっ

た知覧町から指宿市、鹿児島市、桜

島町を周るコースであった。とりわけ

興味深かったのが「薩摩の小京都」

と呼ばれる知覧町である。かつて本

土最南端の特攻基地があった町と

して知られ、その歴史を今に伝える

知覧特攻平和会館には一年を通じ

て大勢の来訪者が訪れる。また、近

年映画『ホタル』のロケ地になったこ

とから新たな観光スポットがうまれ、

筆者が訪ねた日もゴールデンウイーク

前の平日だというのに観光バスなど

がひっきりなしに走っていた。 

　知覧町が「小京都」と呼ばれるゆ

えんは、約260年前に造られたといわ

れる武家屋敷群の存在だ。国の名

勝に指定されている7庭園を含む10

あまりの庭園が連なっていて、国の重

要伝統的建造物群保存地区や日本

の道100選にも選定されている。ここ

の武家屋敷群の特徴はイヌマキの

生垣と美しい庭園。敵の襲撃を防ぐ

ため高い石垣や板塀を用いることが

多い武家屋敷にあって、南国の気候

に適した風通しのよい生垣を築くとと

もに、その生垣を活かして刈り込み、

周囲の山 と々一体化させた見事な

借景庭園を創り上げている。 

　筆者が感心したのは庭園ばかり

ではない。武家屋敷群以外の道筋

にもイヌマキが植えられ、美しい街並

みを演出していたことだ。知覧町で

は昭和48年（1973）から7本の路線、

延長6,380メートルに約800本のイヌ

マキを植樹した。古くから生垣や庭

木として親しまれてきたイヌマキを街

路樹として整備することで、武家屋

敷群との調和を図ったのだという。ヤ

シ類などを植え南国情緒を醸し出す

まちも少なくない九州南部にあって、

地域の特徴と個性を発揮した取り組

みといえよう。そして何よりも筆者を惹

きつけたのが、それらが見事に手入

れされていたことである。歴史や伝

統に胡座をかくのではなく、しっかりと

手入れして付加価値を高めることで

訪れる人 を々魅了している。その目

に見えない町と地域の人 の々努力が、

知覧町の魅力を支えているのである。 

 

“見える”努力で価値を高めるk 
　読者諸氏が鹿児島の借景庭園と

してすぐに思い出すのが、磯庭園と

して親しまれている島津家別邸・仙

巌園かもしれない。鹿児島市の中心

部からやや北方、磯地区に造られた

広さ約5万平方メートルの広大な庭

園だ。万治元年（1658）に19代島津

光久がこの地に別邸を構えたのが

はじまりといわれ、桜島を築山、錦江

湾を池にみたて造園されたという。な

かには千尋巌や曲水の庭、日本で初

めて移植されたといわれる江南竹林

など中国風の造園が施されているほ

か、琉球王朝から献上されたといわ

れる望獄楼や日本初のガス灯・鶴灯

籠など、異国の文化を感じさせる素

材も少なくない。 

　この仙巌園で目についたのが、園

内を案内するシニアガイドと着物姿

の晴れやかな御殿案内人。今では

珍しくもない光景かも知れないが、そ

の言葉遣いや振る舞いがやさしい。

待機所などで声がかかるのを待って

いたりするのではなく、庭園の入り口

付近や御殿の玄関口などで風景に

溶け込むようにたたずみ、静かに目

配りをしていた。ただ一つ残念だっ

たことは、曲水の庭を散策中に遭遇

した保守作業にあたっている人たち。

快晴の日曜日だというのに、作業服

に長靴という出で立ちで、遣り水の

中を闊歩していた。曲水の庭といえば、

平泉・毛越寺でも行われる平安朝の

優雅な行事「曲水の宴」の舞台。往

時の風情に思いをはせながら散策

している目の前で、杯が流される遣り

水を長靴で歩かれたのでは興ざめ

する。とはいえ、彼らも仕事だったの

であろう。何か不都合があって点検

していたのかもしれない。そういう場

合はどうすればよいか。その“仕事”

も風景になじませ、情緒を演出してし

まうことが大事だ。たとえば、作務衣

姿にわらじを履き、手作りの竹製の

道具を手に仕事をしていれば、当時

もこんな風に作業していたのかなぁ、

と見る人に知的満足感を与えること

ができる。もてなしには、こうした“見

える”努力も必要なのである。 

経営コンサルタント　岩渕公二 
（ジーベック代表取締役） 

　前号で予告したとおり、4月下旬、九州・鹿児島を訪ねてきた。およそ
1年ぶりに再会した薩摩の街々。現代社会のドラスティックな変化とは
裏腹に、変わることなく静かにたたずむその風情には、歴史に刻まれた
伝統と文化の重さを垣間見ることができる。今月の『流通・通』は、近
代日本発祥の地といわれる薩摩の国で出会った話題から。 

“見えない”努力、“見える”努力。 
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たのは初めてのことでした。現在「きらら」

は、盛岡エリアでは川徳と駅ビルフェザン

のみで限定販売しています。 

 
―そのフェザン出店はいつ頃決まった
のですか。 
　経営革新企業の承認を受けたのと、

ほぼ同時でした。フェザンへは以前から

出店したい意向を伝えており、今回のリ

ニューアルの際にお話を頂いたのです。

しかし決定してからが大変でした。とい

うのも経営革新企業の申請は「きらら」

販売のためでしたので、フェザン出店で

計画案そのものを変更して申請し直さな

くてはならなくなったのです。オープンま

で時間のない中で店舗作りと申請書類

作成が同時進行で、久慈地域中小企

業支援センターの所長さんには随分と

助けていただきました。実を言うとこの承

認申請を行うことになったのも、そもそも

はセンターの勉強会で勧められたのがきっ

かけなのです。複雑で専門的な書類作

成の指導もさることながらスタッフの励ま

しや協力があったので（申請に）挑戦す

る気になれ、結果として貸付制度を受け

ることもできました。我々中小企業が成

功するためには、このような協力や支援

策は積極的に利用すべきでしょう。 

 

―出店の反応はいかがでしたか。 
　当初は投資や経費の面で「やってい

けるだろうか」という思いもありましたが、

初日は品切れするほどの大盛況で、売

上も目標額以上でした。「東京の羽田（空

港）と八重洲（東京駅）を制した銘菓は

日本を制する」というように、岩手におい

ては盛岡駅への出店はやはり大きい。

しかし基本は商品の良し悪し。商品そ

のものに「勝ち抜いていける力」があっ

たからこそだと思っています。今後フェ

ザン店は当社に対するお客様のイメー

ジを掴むと同時にニーズを探っていくア

ンテナショップと位置づけて、メニューの

蓄積や素材のリサーチに生かしていこ

うと考えています。販売では季節感やさ

りげないサービスを意識して、常にフレッ

シュ感を押し出しながら当社の商品を

多くの皆様に知って頂きたいと考えて

います。 

 

―御社の商品づくりのポリシーは。 
　お菓子は、それをきっかけに会話が

弾むようなコミュニケーションの基本にな

るものです。そのため当社のお菓子（銘

菓）にはすべてに物語性を持たせるよ

うにしています。例えば主力商品「ぶす

のこぶ」は久慈渓流にまつわる言い伝

えをヒントに作ったものですが、その名

前の可笑しさと味の素朴さで発売当初

から大きな反響がありました。また、この

お菓子を贈られた若い女性が憤慨した

話を何人もの人から聞かされたり、名の

由来を訊ねられることもしばしばでした。

そもそも人を驚かせることが私は好きで

すし、熱狂的な映画少年だったこともあ

り、物語のある菓子づくりがしごく自然な

営みにもなっているのです。味や見た目

の良さの追求こそが菓子づくりの本義

なのかもしれませんが、お菓子を通して

当社とお客様が、あるいはお客様同士

がコミュニケーションできるなら、それは

素晴らしいことではないでしょうか。実は

盛岡への出店を契機に当地にちなんだ

名前の商標登録もすでに済ましていま

すので、新たな銘菓の開発に取り組み

たいと考えています。 

 
―販売スタイルにもこだわりがあるよ
うですね。 
　商品を育てていくということは、需要

に対して供給を少なめにしていくことだ

と思うのです。ですから当社では量販

店などへの卸販売はかなり少なめにし

ています。どこにでもあるような商品には

したくないからです。こうした販売戦略

が話題性に結びつけば人が集まり、結

果として地元の利益にも結びついてい

くと考えています。現在、日本の経済は

中央寄りになるばかりで地方は収縮し

ていく一方にあります。久慈市も例外で

はなく、公共事業の減少や大型スーパー

の郊外への進出などによって中心部は

活性化の必要性に迫られています。こ

れからは守るだけではなく、自分の会社

はもちろん次世代のことも考え、一社で

も二社でも多くの企業を育てていくとい

う姿勢が大切になっていくでしょう。 

 
―今後の予定と展望は。 
　当社では現在、銘菓工場を備えた工

場店、洋菓子工場を備えた本店、三光

ストア店、種市店の４店舗ほか、この３月

にはフェザン店をオープンしました。また

飲食事業としては、久慈市文化会館ア

ンバーホールにて軽食喫茶ラウンジ「マ

グニピコ」を経営しているほか、市内のショッ

ピングセンター内へコーヒーショップも出

店しています。さらにこの７月からは、仙

台市内で飲食店をチェーン展開してい

るカリーナグループのメニューに当社の

「きらら」が登場することも決まっています。

製造部門はこれまでどおり物語性のあ

るものを開発していきますが、会社全体

としては当然のことですが、時代の流れ

や環境を敏感にキャッチしながら成長し

ていければと考えています。 

 
―最後に、経営革新の成功の秘訣を
教えてください。 
　昭和40年代後半に手掛けたアメリカ

ンワッフルはじめ50年代にはクレープを、

そして60年代にはジャンボシューを発売

するなど、当社はこれまで時代の一歩

先をいく商品開発を行ってきました。も

ちろん新事業への進出においては、ダ

メになったらどうするかまで徹底的に分

析したあとで取り組むようにしてきました。

今回、久慈地域中小企業支援センター

の勉強会へ参加して気付いたのは、常

に前へ前へと進んでいこうとする、この

私の取り組みそのものがすでに経営革

新だったのだということです。 

　とはいえ新事業へ参入していくのには、

誰にとっても心配事や不安がつきまとう

ものです。綿密な経営革新の計画があ

るのは当然のことですが、なにより大事

なのは、その中へ飛び込んでいく度胸

なのだと思います。これは今回のフェザ

ンへの出店で、私自身が強く感じたこと

です。経営者に必要なもの、それは経

営革新への気概と度胸。これに尽きる

と思いますね。 

有限会社　沢菊 
 

所在地 久慈市大川目町2-4-2 
電　話 0194-55-2206 
代表者 宮沢陽一 
創　業 昭和5年 
従業員 26名 
業　種 菓子製造小売 
 

沿　革 
　昭和5年、久慈市で飴玉や南部煎餅
等の製造販売業として創業。社名は、
初代の名前（宮沢菊松）からとられた
もの。初代が開発した黒糖饅頭の人気
などにより徐々に事業を拡大してきた。
現社長で3代目の宮沢陽一氏は盛岡
市内の菓子店などで修行を積んだのち、
昭和47年に社長に就任。同年発売し
た「ぶすのこぶ」はその名前のユニー
クさに加え、上品な甘さの小倉餡と洋
菓子のような皮が好評を博し、久慈を
代表する銘菓として30年以上のベスト
セラー商品。このほか久慈市出身の柔
道家にちなんだ「十段」、俳優・森繁久
彌が久慈を訪れた際のエピソードにち
なんだ「桃べっぴん」、「殿琥珀でござ
います」「ケサランパサラン」などユニー
クなネーミングの銘菓が数多く揃う。 

1　「人を“おっ”と思わせ、会話が弾むよう
な菓子を作りたい」と社長の宮沢陽一さん。
地元の歴史や文化に根ざした話題性のあ
る商品開発姿勢は、（財）食品流通構造改
善促進機構の「優良経営食料品等小売店
コンクール」において同機構会長賞も受賞
した。また「味だけではなく、目に見えない
衛生面にいかに神経を使うかも大事」と工

場の衛生管理も徹底。厚生省（現厚生労働
省）の「8年度食品衛生優良施設」におい
て大臣表彰を受けてもいる。 

23　出来上がったチーズケーキ「きらら」
はスタッフの手によってひとつひとつ丁
寧にパッケージされ、上質なフレッシュチー
ズの美味しさを楽しんでもらうため冷凍
状態で出荷されていく。 

4　沢菊のベストセラー商品「ぶすのこぶ」
は、小倉餡にバター時雨種をまぶして焼き、
沢ガニが小石に卵を産みつけた様子を表
現した焼き菓子。日本茶にも紅茶にも合う
と評判の美味しさだ。 

5　沢菊は大川目町にある銘菓工場のほか、
十八日町には洋菓子工場をそなえた本店
がある。商品ラインナップは現在、和菓子・
洋菓子合わせ約200アイテムを数える。 

 

　国道281号沿いにある沢菊工場店。広い駐
車場とレンガ造りのモダンな外観を持つ店舗は、
数多くの成長企業を徹底分析した宮沢社長な
りの結論。敷地内には事務所と銘菓工場も建っ
ている。 
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